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【学校教育ビジョン】『 関わることを通して人権が大切にされる「 仲間づくり 」 』 を柱として、次の５つの取

り組みを具現化しながら・・・・ 

 

 

川越中学校では令和５年度の「学校教育ビジョン」においても、『 関わることを通して、人権が大切にされ

る「 仲間づくり 」 』を柱として、一人一人の子どもたちを大切にした５つの取り組みの中で、大切にしてい

る１つの項目に「子どもたちが主体となる自治活動」があり、次の５つの具現化した「ねらい」があります。 
 

『 子どもたちが主体となる自治活動 』 ・・・ 具現化した 「 ねらい 」 
◆ 生徒会活動の充実と活性化 ◆ 室長会・班長会の充実 ◆ 学校生活づくりへの参画 ◆ 主体

的な態度の育成 ◆ 生徒主体の実践場面の設定 ◆ 地域活動、ボランティア活動への参加  
 
１  『 川中トイレクリーンアッププロジェクト 』 
【 この取り組みの流れ 】 
① １学期に実施した第２回生徒会アンケート結果から、「トイレ

に関する意見」１８７件。生徒会本部役員が「トイレを使いや

すくしよう！」という意見から発案。美化委員会に呼びかけ。 

② 生徒会本部役員から各クラスで『川中トイレクリーンアッププ

ロジェクト』を立ち上げ、有志ボランティアを募る。 

③ 全校から『川中トイレクリーンアッププロジェクト』とし

て、「有志ボランティアとして５２名」が決定。 

④ ９月２１日（木）の放課後、『川中トイレクリーンアッププロジ

ェクト』取り組みスタート！みんなで全力の取り組み！ 

 

 生徒会本部役員と美化委員会、有志ボランティアが連携し、「トイレを使いやすくしよう！」 

という目的のもと、9/21(木)放課後に1 回目の活動スタート！みんなありがとう！ 

◆すべてのトイレに「消臭剤」を設置しました！◆すべてのトイレをグループに分かれてキレイに掃除をしました  

                                                                        

２ 生徒会本部役員と各クラス代議員との『あいさつ運動』１日の学校生活の始まり！ 
９月１５日（金）８時１５分頃の１・３年生の生徒昇降口の様子です。２年生の生徒昇降口でも同様の取組を行っています。

先週の登校指導（あいさつ運

動）に続き、今週は学校内に

て朝早くから、生徒会本部役

員のみなさんと、代議員のみ

なさんが連携をして、あいさ

つ運動に取り組んでくれまし

た。川越中学校の朝は気持
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ちの良いあいさつからはじまります。そうすると、今日１日が気持ちよく始まり、学習にも部活動にも気持ちよく取り組めそ

うです。今週のあいさつ運動には３年生の先輩が常に行動で見本を示してくれます。それを１年生・２年生の後輩が見習

います。こんなところにも、「川越中学校は先輩の姿から学べる学校」という意味があります。あいさつは、運動して行うも

のではない・・・という考え方の人もいるかもしれません。しかし、大切なのは、生徒会本部役員が中心となって、代議員

や生活委員会等と連携しながら、あいさつ運動を継続してくれたということです。川越中学校に「あいさつの輪」広まって

いくといいですね！生徒会本部役員、代議員のみなさん、いつもありがとう！ 

３  福祉委員会の継続した取り組み 『ＪＣＶペットボトルキャップ回収』ありがとう！ 

「ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会」より、『ペットボトルキャップ寄付証明
書』が川越中学校に届きました！（9/8(金)生徒会通信第６号より）             
この取り組みは川越中学校の福祉委員会が中心となって取り組んでいる活動です。伝統的な取り組みとなっている
「アルミ缶回収・ミルクパック回収」と合せて、昨年度から「ペットボトルキャップ回収」をスタートしました！全校のみな
さんからアルミ缶やミルクパック同様に、毎月ペットボトルキャップ回収にも協力をしてもらっています。２０２３年３月２
９日に寄付結果が証明書として届きました。 みなさん一人一人の協力が写真（詳しくは下の図にて）のように、「ポリ
オワクチン」として、開発途上国の子どもたちへ届きます。いつも福祉委員会のみなさんありがとう！協力をしてくれ
るみなさん、本当にありがとう！ このような寄付証明書は具体的な取り組みの成果としてよくわかりますね！                                          

受領日 重量（キャップ寄付） 寄付金額（キャップ寄付にて） ポリオワクチンで 
２０２３年３月２９日 ２６、５㎏ ２６５円 １３、２５人分 

累 計 ８０㎏（今までの合計） ８００円（今までの合計） ４０人分（今までの合計） 

 

４  先輩！ 川越中学校にようこそ！ 「大学生ボランティアとして」・「教育実習生として」 
母校 川越中学校で頑張っています。大切な卒業生。頑張れ！                
【 稲垣 友菜（いながき ともな） 】先生                

現在、三重大学教育学部の４年生で小学校・中学校・特別支援の教員免許取得を目指

しています。昨年度の５月から母校である川中にて「大学生ボランティア（教育アシ

スタント）」としてお世話になっています。教員採用試験の結果を待つ今、川中生の

みなさんや先生方との関わりの中で、教師になりたいという思いが日増しに強くなっ

ていきます。昨年度、川中を卒業した高校１年生を電車で見かけたり、川中生のみな

さんが学校内だけではなく、学校外で会ったときなどもあいさつをしてくれるので、

みなさんとのつながりが少しずつ広がっていることを実感し、嬉しく思っています。３月まで「教育アシスタント」をさ

せていただくことになっているので、一人でも多くの人と関わりを持っていくことを目標にしていきたいと思います。部

活動の話、勉強の話、進路について（高校の話）の話、趣味の話など何でもＷｅｌｃｏｍｅです！ 

【 水越 雄大（みずこし ゆうだい）】先生 みなさん、こんにちは。名古屋医
専 高度看護衛生学科から、「臨地実習（公衆衛生看護学実習＜学校保健＞）」とし
て、保健室経営を中心に３日間の教育実習で母校である川越中学校にお世話になりま
す。「看護師」を目指しています。私は７年前まで川中生でした。今回の実習を通し
て、「生徒からの視点」「教育者としての視点」の２つを活かしながら、中学生の実
態、保健室経営の実態、中学生の疾病等の現状を捉え、分析し、私自身の考えを持ち
ながら３日間の実習を頑張りたいと思います。短い期間ですが、多くの生徒たちとの
関わりを大切にし、楽しく過ごしたいと思います。１日目に感じたことは、生徒たち
の１日の生活の中で、先生方が様々な場面で関わり、生徒の対応をしっかりと考え、いっぱい支えてくれてくれているこ
とを知りました。今日は私が作成した「保健だより」をぜひ見てください。この実習までに一生懸命に作成しました。 



 


